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5月の お気 軽にお気 軽に
　 無 料 相 談無 料 相 談
お気 軽にお気 軽に
　 無 料 相 談無 料 相 談
お気 軽に
　 無 料 相 談

納
付
が
困
難
な
学
生
の

方
は
、
学
生
納
付
特
例

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

２０
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
学

生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
専
門
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や

通
信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま

す
。
　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認

を
受
け
ず
に
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の

事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り
障
害

の
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
保
障
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
　
年
度
の
学
生
納
付
特
例
制

２６
度
の
申
請（
年
度
ご
と
に
申
請
）

は
、
４
月
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
申
請
の
際
は
、
年
金
手

帳
と
新
年
度
に
更
新
さ
れ
た
有

効
期
限
の
あ
る
学
生
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
同
一
世
帯
の

家
族
が
申
請
す
る
場
合
は
、
認

め
印
も
必
要
で
す
。

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
受
給
資
格
期
間
に
計
算
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に

は
入
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
承
認

さ
れ
た
期
間
は
、　

年
以
内
で

１０

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き（
追
納
）、追
納

す
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
制
度
改
正
に
よ
り
、　

年
２６

４
月
か
ら
、
申
請
時
点
の
２
年

１
カ
月
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

継
続
で
学
生
納
付
特
例

の
申
請
希
望
の
方
へ

　
　
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制

２５
度
を
申
請
し
保
険
料
猶
予
中
で
、

　
年
度
も
在
学
予
定
の
方
に
は
、

２６３
月
下
旬
に
、
は
が
き
形
式
の

申
請
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
、

在
学
証
明
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
の
添
付
は
不
要
で
す
。

　
ま
た　
年
度
に
特
例
を
利
用

２６

せ
ず
、
保
険
料
納
付
を
希
望
す

る
方
は
、
早
め
に
年
金
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・　

・
１
４
１

５６

１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課
☎
４

７
０
・
７
７
３
２
へ
。

が
、
そ
の
取
り
組
み
を
上
回
る
規

模
で
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
今
年
度
も
約
３
億
円
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
（
表
２
参

照
）。
財
源
不
足
を
補
い
、今
後
も

安
定
し
た
国
保
制
度
運
営
を
維
持

す
る
た
め
、
国
保
税
率
な
ど
を
改

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
課
税
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
後

期
高
齢
者
支
援
分
と
介
護
分
を
そ

れ
ぞ
れ
２
万
円
ず
つ
引
き
上
げ
、

今
回
改
定
を
見
送
っ
た
医
療
分
と

合
わ
せ
た
全
体
の
課
税
限
度
額
を
、

　
万
円
か
ら　
万
円
に
引
き
上
げ

７７

８１

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
低
所
得
者
に

対
す
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充
と
し

て
、
２
割
と
５
割
の
軽
減
判
定
所

得
を
引
き
上
げ
、
対
象
を
拡
大
し

ま
し
た
（
表
３
参
照
）。

　
な
お
、
今
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
り
入
れ
を
約
７
億
７
２
０

０
万
円
、国
保
事
業
運
営
基
金（
貯

金
）
か
ら
１
億
７
０
０
０
万
円
の

投
入
を
行
い
、
改
正
幅
の
抑
制
や

財
源
不
足
を
補
い
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

介
護
保
険
料
・
仮
徴
収
の
ご
案
内

国民健康保険税
27億6,056万円
国民健康保険税
27億6,056万円

法定内繰入金
5億5,933万円
法定内繰入金
5億5,933万円

歳入合計
約130億8,548万円

国庫・都支出金
34億1,632万円
国庫・都支出金
34億1,632万円前期高齢者交付金

34億7,243万円
前期高齢者交付金
34億7,243万円

その他交付金など
23億9,684万円
その他交付金など
23億9,684万円

法定外（赤字）
繰入金

4億8,000万円

法定外（赤字）
繰入金

4億8,000万円

表１　２４年度国民健康保険特別会計の歳入決算状況

65億円

70億円

75億円

80億円

85億円

26年度
予算

25年度
予算

24年度23年度22年度

79億
7,600万円
79億

7,600万円 82億
9,800万円
82億

9,800万円

78億
100万円
78億
100万円74億

3,800万円
74億

3,800万円74億
800万円
74億
800万円

表２　保険給付費の推移（一般分）

表３　税率等改定表
課税限度額平等割額均等割額所得割率年度

５１万円
６,４００円２万４,７００円４.２３％２５

医療分
６,８００円２万５,８００円４.４２％２６

１４万円２,５００円　　　１万円１.８４％２５後期高齢者
支援分 １６万円２,７００円　１万６００円１.９０％２６

１２万円４,３００円　　８,６００円
１.４３％

２５
介護分

１４万円４,５００円　　９,０００円２６

者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
国
保
税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
展
や
医
療

技
術
の
高
度
化
な
ど
を
受
け
、
支

出
は
年
々
増
加
す
る
一
方
で
、
近

年
の
厳
し
い
経
済
状
況
や
被
保
険

者
の
減
少
を
受
け
国
保
税
収
は
年

々
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

国
保
は
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
国
保
会
計

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
繰
り

入
れ
（　
年
度
決
算
で
は
、
４
億

２４

８
０
０
０
万
円
）
と
、
国
保
事
業

運
営
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し

に
よ
り
保
た
れ
て
い
ま
す
（
表
１

参
照
）。

改

定

の

内

容

　
市
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
促
進
や
、
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
、
柔
道
整
復
な
ど
の

受
診
適
正
化
な
ど
を
通
じ
て
医
療

費
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
国
保
税
を
改
正
す
る
条
例
が
、

３
月
の　
年
第
１
回
市
議
会
定
例

２６

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
増
え
続
け

る
医
療
費
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

税
率
な
ど
の
引
き
上
げ
を
行
い
、

医
療
分
・
後
期
支
援
分
・
介
護
分

を
合
わ
せ
て
調
定
総
額
約
８
６
０

０
万
円
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
加
入
者
１
人
当
た

り
平
均
で
年
額
２
３
７
４
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
低
所
得

者
に
係
る
国
保
税
軽
減
制
度
の
拡

充
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　
医
療
費
の
伸
び
に
国
保
税
収
が

追
い
付
か
な
い
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
の
財
政
状
況

　
国
保
制
度
の
財
源
は
、
国
や
都

な
ど
の
公
費
に
よ
る
負
担
と
加
入

　
介
護
保
険
料
は
、
毎
年
７

月
に
市
民
税
の
課
税
内
容
な

ど
を
基
に
決
定
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
４
月
・
６
月
・
８

月
の
保
険
料
は
仮
徴
収
と
し

て
、
２
月
と
同
額
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
７
月
に
保
険
料
が
決
定
し

た
後
、
年
間
保
険
料
額
と
仮

徴
収
額
と
の
差
額
を
、　
月・
１０

　
月
・
翌
年
２
月
の
３
回
に

１２分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
　
年
度
の
介
護
保
険
料
は

２６
７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
※
４
月
・
６
月
・
８
月
の

保
険
料
額
と
比
べ
て
、
年
度

後
半
の　
月
・　

月
・
２
月

１０

１２

の
保
険
料
が
大
幅
に
増
額
、

ま
た
は
減
額
に
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
年

間
の
天
引
き
額
を
平
準
化
す

る
た
め
に
、
６
月
・
８
月
の

仮
徴
収
額
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
変
更
し
た
場

合
は
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保

険
係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７

（
内
線
４
９
１
０
、
４
９
１

１
）
へ
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方
へ

問い合わせ先予約開始日相談員会場時間実施日相談内容・定員

午前８時半か
ら電話で
生活文化課
☎４７０・７７３８

４月２４日（木）
弁護士

市役所２
階相談室

午前１０時
から

７日（水）
１４日（水）法律相談

（各日８人） ５月１５日（木）２１日（水）
２８日（水）

４月２５日（金）司法書士午後１時
から

７日（水）登記相談（５人）
４月２５日（金）土地家屋調査士７日（水）表示登記相談（５人）

５月８日（木）行政書士午前１０時
から１４日（水）相続・遺言・成年後見

等手続き相談（４人）
５月９日（金）税理士

午後１時
から

１４日（水）税務相談（５人）
５月１６日（金）人権擁護委員２１日（水）人権・身の上相談（４人）
５月１６日（金）宅地建物取引主

任者２１日（水）不動産相談（５人）
５月２２日（木）弁護士２８日（水）交通事故相談（５人）

５月２２日（木）社会保険労務士午前１０時
から２８日（水）

年金・労災・雇用保
険・人事管理等相談
（４人）

午前９時から
電話で
同センター
☎４７２・００６１

４月１６日（水）女性カウンセラ
ー男女平等

推進セン
ター

午前１０時～
午後１時９日（金）

女性の悩みごと相談
（各日３人） 午後１時半

～４時半
１２日（月）

５月７日（水）１９日（月）
２６日（月）

４月１８日（金）女性弁護士
午前９時半
～午後０時
半

２日（金）女性弁護士による
法律相談（３人）

前日までに東
久留米市商工
会☎４７１・７５７７

市商工会経営指
導員

東久留米
市商工会
館

午前１０時～
午後４時平日経営相談

問い合わせ先相談員会場時間実施日相談内容
同協会事務局・
桑原建築設計
事務所
☎４７６・１５１５

東久留米建築
設計協会

市役所１階屋内ひ
ろば５月は実施しません耐震相談

中央相談室
☎４７３・３６６７教育相談員

中央相談室
（成美教育文化会
館内教育センター）午前１０時～

午後５時

火曜～
土曜日教育相談

※電話相談も可。 滝山相談室
☎４７５・８９０９

滝山相談室
（西中学校隣）

月曜～
金曜日

同課
☎４７０・７７３６

母子自立支援
員

子育て支援課
（市役所２階）

午前９時～
午後５時開庁日母子相談

前月末までに
障害福祉課
☎４７０・７７４７、
ファクス
４７５・８１８１

身体障害者相
談員市役所１階相談室午前１０時～

正午９日（金）身体障害者相談

知的障害者相
談員市役所１階相談室午前１０時～

正午１４日（水）知的障害者相談

同センター
☎４７７・２７１１
※直接会場へ。

さいわい福祉
センター指導
員

さいわい福祉セン
ター

午前９時～
午後５時平日

心身障害者（児）
相談
※電話相談も可。

※直接会場へ。ハローワーク
三鷹職員

市役所１階ワーク
コーナー

午前９時～
午後５時開庁日職業相談

※直接会場へ。
市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所１階屋内ひ
ろば
※直接会場へ。

午前１０時～
午後４時８日（木）住宅増・改築相

談
市消費者セン
ター
☎４７３・４５０５
※直接会場へ。

消費生活相談
員

生活文化課
（市役所２階）

午前１０時～
午後４時平日消費者相談

※電話相談も可。

☎４６５・１８３９篠宮松美氏
（南町）生活文化課

（市役所２階）
※直接会場
へ。１４日（水）行政相談

☎４７４・０３７９岡部佳子氏
（幸町）

健康課保健サ
ービス係
☎４７７・００２２

助産師・
保健師ご自宅希望する方は右記へ

問い合わせください。
妊婦訪問
赤ちゃん訪問

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の

税
率
な
ど
を
改
定
し
ま
し
た


